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互
い
に
認
め
合
い
、

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
未
来
へ

今
月
の
表
紙

お
い

し
い

お
茶

に
な

り
ま

す
よ

う
に

！
～

錦
津

小
学

校
 お

茶
摘

み
会

～
　

広
報
広
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誰
も
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
が
持
っ
て
い
る
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
と
い
い
ま
す
。

　
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
で
は
な
く
、
そ

の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
考
え
、
生
活
習
慣

や
文
化
、
価
値
観
、
性
的
指
向
な
ど
の
多

様
性
を
尊
重
し
、
お
互
い
を
認
め
合
う
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
八
百
津
町
の
主

な
取
り
組
み
と
、
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
多

様
な
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

互
い
に
認
め
合
い
、

　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
未
来
へ

６
月
23
日
〜

　
　
　
29
日
は

男
女
共
同
参
画

週
間
で
す
。

６
月
23
日
〜

　
　
　
29
日
は

男
女
共
同
参
画

週
間
で
す
。

第
２
次
八
百
津
町

        

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定

　
　
　（
計
画
期
間 

令
和
２
年
〜
令
和
11
年
）

　「
互
い
に
認
め
合
い
、
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
未

来
へ
」
を
基
本
理
念
に
、
次
の
３
つ
の
目
標
に

向
け
て
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
意
識
づ
く
り

②
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

③
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

　
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
全
体
の
課
題

と
し
て
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

書
類
に
お
け
る
性
別
欄
の
廃
止

　
印
鑑
登
録
証
明
書
や
選
挙
で
の
投
票
所
入
場

券
の
性
別
欄
を
廃
止
し
ま
し
た
。
様
々
な
書
類

の
性
別
欄
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
参
画
の
促
進

　
町
の
各
種
委
員
会
委
員
の
女
性
比
率
を
高
め

る
と
と
も
に
、
管
理
職
の
登
用
は
、
性
別
を
問

わ
ず
能
力
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
開
催

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な
ど
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
す
。（
八
百
津
町
中
央
公
民
館
図
書
室
に
て

６
月
30
日
㈬
ま
で
開
催
）

小
・
中
学
校
で
の
人
道
教
育

　
杉
原
千
畝
氏
の
勇
気
あ
る
決
断
と
行
動
か
ら
、

「
人
権
教
育
」
を
「
人
道
教
育
」
と
し
て
、
思
い

や
り
の
心
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
八
百
津
小
学
校
で
は
、
杉
原
氏
の
決
断
や
当

時
の
ユ
ダ
ヤ
の
方
の
悲
痛
な
思
い
を
題
材
と
し

た
人
道
創
作
劇
「
イ
ェ
フ
ダ
ー
と
七
つ
の
灯
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・

中
学
校
に
は
「
人
道
」
や
「
思
い
や
り
」
を
題

材
に
し
た
書
籍
な
ど
が
並
ぶ
「
人
道
の
部
屋
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
と
お
し
て
、
杉
原
氏
の
生
き
方
を
学
び
な
が

ら
、
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

す
る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　「
人
道
教
育
」
は
、
男
女
の
平
等
、
世
界
平
和
、

人
種
差
別
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
人
を
大
切
に

す
る
多
く
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
原
氏
の
思
い
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
、
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
や
さ
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で

あ
る
た
め
に
、
今
後
も
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、

　 

　私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
。

八
百
津
町
の
主
な
取
り
組
み
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　このページでは、すべての人に関係する性について紹介します。
誰もが自分らしく生きるためには、相手を知り、思いやることが大切
です。まずは、知ることからはじめてみませんか。

大切なのは、定義や用語ではなく、
「様々な人がいる」と知ること

まずは知ってほしい
ＳＯＧＩとＬＧＢＴ

「どのような性別の人を好きになるか」
これは自分の意志で選ぶというより、
多くの場合は「気付く」ものです。
たとえば、女性を好きになる方は、性的
指向が女性に向いているといえます。

心の性が女性で恋愛対象も女性

心の性が男性で恋愛対象も男性

「自分の性をどのように認識しているか」
心の性といわれることもあります。
たとえば、自分のことを男性だと思って
いる方は性自認が男性といえます。

S
O

exual

esbian

レズビアン

rientation

G
I

ender

dentity
誰もがそれぞれの性的指向や性自認をもっています。
SOGIはすべての人に関係するもの
誰もがそれぞれの性的指向や性自認をもっています。
SOGIはすべての人に関係するもの

LL

性的指向性的指向性的指向性的指向

女性の同性愛者女性の同性愛者女性の同性愛者女性の同性愛者

ay

ゲイ

GG 男性の同性愛者男性の同性愛者男性の同性愛者男性の同性愛者

恋愛対象が女性にも男性にも向いているisexual

バイセクシャル

BB 両性愛者両性愛者両性愛者両性愛者

ransgender 

トランスジェンダー

TT 身体の性にとらわれない生き方を選ぶ者身体の性にとらわれない生き方を選ぶ者身体の性にとらわれない生き方を選ぶ者身体の性にとらわれない生き方を選ぶ者

性 自 認性 自 認性 自 認性 自 認

　「LGBT」とは、この頭文
字をとって組み合わせた言
葉で、性的少数者を表す言
葉の一つとして使われるこ
とがあります。
　性は様々で、「LGBT」と「そ
れ以外」にはっきりと分か
れているわけではありませ
ん。心の性を「中性的」と
認識している人もいれば、
「性別を決めたくない」とい
う人もいます。

33 広報やおつ 広報やおつ No.601No.601
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東
海
地
方
で
は
、
例
年
６
月
上
旬
に
梅

東
海
地
方
で
は
、
例
年
６
月
上
旬
に
梅

雨
入
り
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
５
月

雨
入
り
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
５
月
１６１６

日
に
梅
雨
入
り
し
た
と
み
ら
れ
る
と
名
古

日
に
梅
雨
入
り
し
た
と
み
ら
れ
る
と
名
古

屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
昭
和

は
昭
和
３８３８
年
の
５
月
４
日
ご
ろ
の
梅
雨

年
の
５
月
４
日
ご
ろ
の
梅
雨

入
り
に
次
ぐ
、
統
計
史
上
２
番
目
に
早
い

入
り
に
次
ぐ
、
統
計
史
上
２
番
目
に
早
い

梅
雨
入
り
と
な
り
ま
す
。

梅
雨
入
り
と
な
り
ま
す
。

55
月月
1010
日
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一

日
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
一
部

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
一
部

の
規
定
を
除
き
、
同
月

の
規
定
を
除
き
、
同
月
2020
日
か
ら
施
行
さ

日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
避
難
情

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
避
難
情

報
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
し
い

報
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
し
い

避
難
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

避
難
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
し
い
避
難
情
報
の
変
更
点

新
し
い
避
難
情
報
の
変
更
点

①①��

警
戒
レ
ベ
ル
３

警
戒
レ
ベ
ル
３

��「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」か

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」か

ら「
高
齢
者
等
避
難
」へ
変
更

ら「
高
齢
者
等
避
難
」へ
変
更

②
警
戒
レ
ベ
ル
４

②
警
戒
レ
ベ
ル
４

��「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、「
避
難
指

「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
さ
れ
、「
避
難
指

示
」へ
変
更

示
」へ
変
更

③
警
戒
レ
ベ
ル
５

③
警
戒
レ
ベ
ル
５

��「
災
害
発
生
情
報
」か
ら「
緊
急
安
全
確

「
災
害
発
生
情
報
」か
ら「
緊
急
安
全
確

保
」へ
変
更

保
」へ
変
更 避難情報が避難情報が

変わりました変わりました

No.No.107107
シリーズ 防災安全シリーズ 防災安全

警
戒
レ
ベ
ル
５

警
戒
レ
ベ
ル
５

緊
急
安
全
確
保

緊
急
安
全
確
保

災
害
が
発
生
し
て
い
る

災
害
が
発
生
し
て
い
る

か
、
災
害
発
生
ま
で
切
迫

か
、
災
害
発
生
ま
で
切
迫

し
て
い
ま
す
。
直
ち
に
命

し
て
い
ま
す
。
直
ち
に
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

事
前
の
備
え
が
大
切
で

事
前
の
備
え
が
大
切
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
て
、
避
難
先
や
避
難
経

見
て
、
避
難
先
や
避
難
経

路
の
確
認
、
非
常
持
ち
出

路
の
確
認
、
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。
う
。

〇〇��

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

　
防
災
安
全
室

　
防
災
安
全
室

☎☎
４
３
４
３--

２
１
１
１

２
１
１
１

　　

((

内
線
２
２
３
２

内
線
２
２
３
２))

各
避
難
情
報
の
説
明

各
避
難
情
報
の
説
明

警
戒
レ
ベ
ル
１

警
戒
レ
ベ
ル
１

早
期
注
意
情
報

早
期
注
意
情
報（
気
象
庁
が
発
表
）

（
気
象
庁
が
発
表
）

��　
災
害
を
伴
う
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ

　
災
害
を
伴
う
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
象
情
報
を

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
象
情
報
を

定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
２

警
戒
レ
ベ
ル
２

大
雨・洪
水・高
潮
注
意
報

大
雨・洪
水・高
潮
注
意
報（
気
象
庁
が
発
表
）

（
気
象
庁
が
発
表
）

��　
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

　
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
、
持
ち
出
し

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
、
持
ち
出
し

品
の
整
理
な
ど
避
難
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

品
の
整
理
な
ど
避
難
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
３

警
戒
レ
ベ
ル
３

高
齢
者
等
避
難

高
齢
者
等
避
難（
市
町
村
が
発
表
）

（
市
町
村
が
発
表
）

��　
避
難
を
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
方

　
避
難
を
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
方

（
小
さ
い
お
子
様
を
お
連
れ
の
方
や
妊
婦

（
小
さ
い
お
子
様
を
お
連
れ
の
方
や
妊
婦

の
方
、
高
齢
の
方
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
、
高
齢
の
方
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
な
ど
）は
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

の
方
な
ど
）は
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
４

警
戒
レ
ベ
ル
４

避
難
指
示

避
難
指
示（
市
町
村
が
発
表
）

（
市
町
村
が
発
表
）
��　

対
象
地
域
の
全
員
が
避
難
行
動
を

　

対
象
地
域
の
全
員
が
避
難
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
避
難
に
は
、
次
の

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
避
難
に
は
、
次
の

４
つ
の
行
動
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
応

４
つ
の
行
動
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
応

じ
た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

じ
た
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・・��

行
政
が
指
定
し
た
避
難
場
所
へ
の
立

行
政
が
指
定
し
た
避
難
場
所
へ
の
立

退
き
避
難

退
き
避
難

・・��

安
全
な
立
地
に
あ
る
親
戚
・
知
人
宅

安
全
な
立
地
に
あ
る
親
戚
・
知
人
宅

な
ど
へ
の
立
退
き
避
難

な
ど
へ
の
立
退
き
避
難

・・��

安
全
な
立
地
に
あ
る
ホ
テ
ル
、
旅
館

安
全
な
立
地
に
あ
る
ホ
テ
ル
、
旅
館

へ
の
立
退
き
避
難（
通
常
の
宿
泊
料
が

へ
の
立
退
き
避
難（
通
常
の
宿
泊
料
が

必
要
で
す
。
事
前
に
予
約
・
確
認
し

必
要
で
す
。
事
前
に
予
約
・
確
認
し

ま
し
ょ
う
。）

ま
し
ょ
う
。）

・・��

浸
水
な
ど
影
響
の
な
い
部
屋
へ
の
移

浸
水
な
ど
影
響
の
な
い
部
屋
へ
の
移

動（
垂
直
避
難
）な
ど
屋
内
安
全
確
保

動（
垂
直
避
難
）な
ど
屋
内
安
全
確
保
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梅
雨
に
入
り
、
水
害
・
土
砂
災
害
の
発

梅
雨
に
入
り
、
水
害
・
土
砂
災
害
の
発

生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
気
象

生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
気
象

情
報
を
よ
く
確
認
し
、
自
助（
自
ら
の
命

情
報
を
よ
く
確
認
し
、
自
助（
自
ら
の
命

は
自
ら
が
守
る
）・
共
助（
周
囲
に
声
を
掛

は
自
ら
が
守
る
）・
共
助（
周
囲
に
声
を
掛

け
合
っ
て
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

け
合
っ
て
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
）の
意
識
を
も
っ
て
、
命
を
守
る

で
守
る
）の
意
識
を
も
っ
て
、
命
を
守
る

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。 水害・土砂災害から命を守る

林道にも
注意！

可茂消防からのお知らせ
可茂消防事務組合八百津出張所

☎43－0476

崖崩れ 土石流

・小石がパラパラと落ちてくる・小石がパラパラと落ちてくる
・崖に割れ目がみえる・崖に割れ目がみえる
・崖から水が湧き出る・崖から水が湧き出る

・山から聞き慣れない音がする・山から聞き慣れない音がする
・�雨が降っているのに川の水位・�雨が降っているのに川の水位
が下がるが下がる

・川が濁り、流木が混ざり始める・川が濁り、流木が混ざり始める

・沢や井戸の水が濁る・沢や井戸の水が濁る
・斜面から水が噴き出す・斜面から水が噴き出す
・地面にひび割れができる・地面にひび割れができる

地すべり

林道では、落石や崖崩れなどが発生するおそれがあります。
大雨や台風の時期は、林道の通行を避け、安全と思われる道路を利用しましょう。

お問い合わせ　役場　建設課　基盤整備係（内線2314）　農林課　林業振興係（内線2334）

尾
関

春
さ
ん
を
表
彰

選
挙
管
理
委
員
会
に
８
年
間

　
尾
関
さ
ん
は
、
平
成
２５
年
か

ら
８
年
間
に
わ
た
っ
て
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
と
し
て
、
各
種

選
挙
に
携
わ
り
、
正
確
か
つ
公

正
な
選
挙
の
執
行
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２９
年
か

ら
の
４
年
間
は
、
委
員
長
と
し

て
選
挙
の
執
行
を
管
理
し
、
町

民
の
政
治
意
識
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を
た

た
え
て
、
金
子
町
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

八
百
津
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
３
月
18
日
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
挙

の
執
行
・
管
理
や
選
挙
啓
発
活

動
な
ど
の
業
務
を
担
い
ま
す
。

（�

任
期
令
和
３
年
３
月
１９
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
18
日
ま
で
の
４
年
間
）

委
員
の
紹
介（
写
真
右
か
ら
）

川
村
光
好
さ
ん

亀
井
士
郎
さ
ん

松
浦
加
壽
喜
さ
ん（
委
員
長
）

德
田
弘
司
さ
ん（
委
員
長
職
務
代
理
者
）

こんなときは要注意！災害の前兆です！こんなときは要注意！災害の前兆です！
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感染防止対策を実施します
行事の実施にあたり、「コロナ社会を生き抜く

行動指針」に沿った感染防止対策を実施します。

☆人と人との距離確保
☆マスク着用
☆手洗い励行
☆定期的な換気、清掃・消毒
☆実施時間の短縮・利用人数の制限
☆�スタッフの体調管理とともに、利用者の
方にも利用当日の体温測定などご協力を
お願いします。

こころの相談
※要予約（無料）

日にち：７月12日（月）、８月16日（月）
時　間：午後3時〜
�ところ：保健センター

★�のぞみの丘ホスピタルの精神保健福祉士が対
応します。

★秘密は厳守します。

オレンジサークル
（認知症介護者家族の会）

※要予約（無料）
日にち：８月10日（火）
時　間：午後2時〜3時
�ところ：ファミリーセンター２階　研修室

今回は「座談会」です。日ごろの介護につ
いて介護者同士で語り合います。お互いの
共感や日頃の介護のヒントを得ることがで
きます。

掲載の行事は、新型コロナウイ
ルスの感染状況によって、中止
となる場合があります。

○お申し込み・お問い合わせ先：�八百津町地域包括支援センター　☎43-3267
　　　　　　　　　　　　　　　（平日：午前8時30分～午後5時15分）

お元気サロン
※要予約（無料）　定員15名

日にち：８月26日（木）
時　間：午前10時〜11時
�ところ：福祉センター
いきいき元気に過ごすためのヒントがいっぱ
い。講話や実技、軽体操など楽しい企画が盛り
だくさんです。
※八百津町在住65歳以上の方対象

免疫力アップで免疫力アップで
感染症対策をしよう！感染症対策をしよう！
＜免疫力アップのポイント＞
①自律神経のバランスを整える
・質の良い睡眠＆ストレス対策
・朝起きたら、太陽の光を浴びよう
・朝食を食べよう
・今日も笑おう
・趣味を楽しもう

②基礎代謝を高め、体温を上げる
・いつもより歩幅を増やす意識を持とう
・自分の体力に合わせて散歩をしよう
・筋肉量を増やして低体温にならない工夫を

③腸内環境を整える
・�発酵食品（納豆など）、食物繊維（わかめ
など）、オリゴ糖（玉ねぎなど）、善玉菌
を増やす食品を積極的に取ろう
・栄養バランスの良い食事に心がけよう

シリーズ包括支援

No.No.110110

こんにちは！
地域包括支援センターです！

77月・月・88月の予定月の予定

シリーズ 包括支援シリーズ 包括支援
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②
全
校
に
よ
る
Ｆ
Ｂ
Ｃ

本
校
の
特
色
の
一
つ
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ（
フ
ラ

ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
）が
あ
り

ま
す
。
種
を
植
え
、
毎
日
縦
割
り
グ
ル
ー
プ

で
協
力
し
な
が
ら
世
話
を
し
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
、「
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
と
、

育
っ
た
と
き
の
喜
び
」
を
体
感
す
る
好
機
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
て
た
花
を
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
へ

贈
る
こ
と
で
、
感

謝
の
心
も
学
び
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、

異
年
齢
集
団
に
よ

る
掃
除
や
栽
培
活

動
を
通
し
て
、
豊

か
な
心
を
育
ん
で

い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

本
校
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や
、様
々

な
教
育
活
動
の
工
夫
を
し
て
、
仲
間
と
関
わ

り
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
や
他

校
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
今
は
難

し
い
で
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
さ
ら
に
活
用

し
て
、
多
様
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
て
い

く
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
・
地
域
の
方
々
と

連
携
し
、「
笑
顔
」で「
キ
ラ
リ
と
輝
く
」潮
見

の
子
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

の
場
面
で
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
き
て
働

く
力
を
育
み
ま
す
。

ま
た
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
全
校
に
発

信
す
る
ミ
ニ
学
習
発
表
会「
山
び
こ
集
会
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
表
す
る
学
年
は「
他
の

学
年
の
人
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
相
手
意
識

を
も
っ
て
発
表
し
ま
す
。
発
表
を
聞
い
た
他

の
学
年
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
感
想
を
伝

え
る
、
そ
れ
が「
山
び
こ
集
会
」
の
意
義
で

す
。
様
々
な
場
面
で
伝
え
合
う
活
動
を
仕
組

み
、
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

3
．
異
年
齢
集
団
に
よ
る
活
動
の
工
夫

①
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
清
掃
活
動

掃
除
の
時
間
を

告
げ
る
音
楽
が
鳴

る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
に
急
ぎ
ま

す
。
14
名
で
校
舎

中
を
掃
除
す
る
た

め
、
１
カ
所
は
２

～
３
名
。
そ
の
メ

ン
バ
ー
は
、
縦
割

り
の
学
年
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

高
学
年
が
、「
机
の
下
も
モ
ッ
プ
で
拭
く
と

い
い
よ
」
と
汚
れ
て
い
る
場
所
を
低
学
年
に

教
え
ま
す
。
高
学
年
は
、
教
え
る
た
め
に
自

然
と
手
本
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
よ
り
下
の
子
へ
の
接
し
方
を
学
ぶ
機
会

と
な
り
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
ま
す
。

　
そ
こ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
ま
す
。

画
面
に
映
さ
れ
る
他
の
子
ど
も
た
ち
の
考
え

を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、「
考
え
方
の
違
い
は
何
か
」

を
話
し
合
い
、
自
分
達
で
問
題
を
解
決
し
て

い
き
ま
す
。

�　
場
面
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
仲
間
と
学
び
合
う
授
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
集
会
活
動
の
充
実
化

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
場
は
授
業
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
朝

の
会
や
、
学
年
ご
と
に
学
習
し
た
こ
と
を
発

表
す
る
集
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
で
身
に
付

け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

技
術
を
活
か
し
、自

分
達
で
資
料
を
作

成
し
、
そ
れ
を
テ

レ
ビ
画
面
に
映
し

て
発
表
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、授

業
で
の
学
び
を
他

１
．
は
じ
め
に

本
校
は
、
児
童
数
14
名
、
２
年
生
の
単
学

級
と
２
つ
の
複
式
学
級
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
校
運
営
協
議
会
を
は
じ
め
、
地
域

の
方
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

い
た
り
、
他
校
と
の
合
同
学
習
を
し
た
り
し

て
、
多
様
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
大

変
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
複
式
学
級
と
い
う

特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、「
潮
見
小

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
活
動
は
何
か
」
を

念
頭
に
お
き
、
次
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

２
．
豊
か
に
表
現
す
る
力
の
育
成

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
実
践

　
本
校
は
中
学
年
と
高
学
年
が
複
式
学
級
で

す
。
例
え
ば
、「
わ
た
り
」と
い
う
異
学
年
が

同
時
に
学
ぶ
算
数
の
授
業
で
は
、
６
年
生
が

先
生
と
授
業
し
て
い
る
間
、
５
年
生
は
自
分

達
だ
け
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教育の窓

No.No.104104
シリーズ 教育の窓シリーズ 教育の窓

「
笑
顔
」で

「
笑
顔
」で

「
キ
ラ
リ
と
輝
く
」

「
キ
ラ
リ
と
輝
く
」

潮
見
の
子
を
目
指
し
て

潮
見
の
子
を
目
指
し
て

潮
見
小
学
校

潮
見
小
学
校
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梅
雨
や
台
風
な
ど
に
伴
う
集
中
豪
雨
、
洪
水
に
よ

る
災
害
発
生
を
懸
念
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
農

地
・
農
業
用
施
設（
用
水
路
、
排
水
路
、
た
め
池
、
頭

首
工
、
ポ
ン
プ
場
な
ど
）の
災
害
は
、
農
業
経
営
の

不
安
定
や
農
地
の
荒
廃
を
招
く
要
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
害
が
人
命
や
家
屋
な
ど
に
お
よ
ぶ
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
災
害
防
止
対
策
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

町
民
課 

資
産
税
係（
内
線
２
１
１
９
）

建
設
課　
基
盤
整
備
係（
内
線
２
３
１
４
）

農
林
課　
農
業
振
興
係

（
内
線
２
３
３
２・２
３
３
３
）

問

問 ①�

常
に
気
象
情
報
に
注
意
し
、
農
地
・
農
業
用
施
設

の
巡
回
と
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�

定
期
的
に
農
地
・
農
業
用
施
設
の
整
備
や
補
強
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③�

日
頃
か
ら
洪
水
時
に
備
え
、
農
業
用
施
設
の
堆
積

土
砂
、
流
木
お
よ
び
浮
遊
物
な
ど
の
除
去
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

④�

洪
水
調
整
と
し
て
、
水
田
が
一
時
的
に
降
雨
を
貯

留
で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤�

施
設
の
見
回
り
で
は
、
人
命
が
最
優
先
で
す
。
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

お

知

役

場
か

ら

のら

せ
☎ 43-2111
　 43-0969
HP http://www.
town.yaotsu.lg.jp/

FAX

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

農
地
・
農
業
用
施
設
の

災
害
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

�
建
設
課
・
農
林
課

土
地
・
家
屋
調
査
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

�

町
民
課
　
資
産
税
係

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
は

届
出
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　

�

町
民
課
　
資
産
税
係

　
町
で
は
、
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
上
で
適
正
な

評
価
を
す
る
た
め
、
調
査
地
区
を
定
め
、
土
地
と
家

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
調
査
方
法

　
固
定
資
産
評
価
補
助
員
で
あ
る
町
の
職
員
が
現

地
調
査
し
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
土

地
や
、
実
際
の
家
屋
と
図
面
を
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
外
観
確
認
を
し
ま
す
。
調
査
に
あ
た
り
、
確

認
の
た
め
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
職
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
職
員
は
固
定
資
産
評
価
補
助
員

証
を
携
帯
し
、
名
札
を
着
用
し
ま
す
。
調
査
の
内

容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
土
地
】

　
�　

画
地
台
帳
な
ど
に
登
録
さ
れ
て
い
る
内
容
と
比

較
し
、
現
況
の
地
目
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

【
家
屋
】

①
新
築
・
増
築
調
査

　

�　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
と
き
に
、
所
有

者
に
事
前
連
絡
な
ど
を
行
い
な
が
ら
評
価
を
行
い

ま
す
。

②
全
棟
調
査

　

�　

家
屋
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
内
容（
所

在
地
番
・
用
途
・
構
造
・
床
面
積
な
ど
）と
比
較

し
、
増
築
や
未
調
査
の
家
屋
、
取
り
壊
し
な
ど
が

あ
る
家
屋
を
調
査
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
町
民
課 

資
産
税
係
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
新
築
・
増
築
を
し
た
と
き
】

　
評
価
は
、
完
成
し
た
家
屋
か
ら
順
次
行
っ
て
い
ま

す
が
、
評
価
が
入
居
後
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
前
に
評
価
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
完
成
後
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
取
り
壊
し
を
し
た
と
き
】

　
届
出
が
な
い
と
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
た

建
物
の
用
途
や
取
り
壊
し
状
況
に
よ
り
、
土
地
に
お

け
る
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き
】

　
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
翌
年
度
以
降
も
前
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

町
民
課　
資
産
税
係（
内
線
２
１
１
９
）
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町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
員
・
応
募
資
格

職
種
人
員

応
募
資
格

一般【事務職】
（高校卒）

若干名

令
和
４
年
３
月
に
、学
校
教
育
法
に
基

づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
方

土木・建築
【技術職】

若干名

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

又
は
短
大
に
お
い
て
土
木
・
建
築
に
関

す
る
専
門
課
程
を
修
了
し
卒
業
し
た

方
、ま
た
は
令
和
４
年
３
月
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

保健師

若干名

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
を
含
む
）

を
卒
業
し
た
方
、ま
た
は
令
和
４
年
３

月
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
で
、保
健

師
免
許
を
有
す
る
方
、ま
た
は
保
健
師

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

採
用
試
験　
　

第
１
次
試
験期

日

試
験
の
場
所

令
和
３
年
９
月
19
日
㈰

県
立
可
児
高
等
学
校

試
験
の
方
法
な
ど

岐
阜
県
市
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験

・
一
般
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

・
職
場
適
応
性
検
査
、
性
格
特
性
検
査

第
２
次
試
験期

日

試
験
の
場
所

令
和
3
年
10
月
中
旬
～�

�

11
月
上
旬（
予
定
）

八
百
津
町
役
場

試
験
の
方
法
な
ど

詳
細
は
、
第
１
次
試
験
の
合
格
者
へ
別
途
通
知
し

ま
す
。

合
格
通
知　

　
令
和
３
年
11
月
中
旬
ま
で
に
採
用
の
可
否
を
本
人

宛
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
手
続
な
ど　

申込手続など
１
．�

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
八
百
津
町
役
場
秘
書
室
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

２
．�

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
採
用
試

験
」と
朱
書
き
し
、
書
留
ま
た
は
簡
易
書

留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．�

申
込
者
に
は
後
日
、
受
験
票
お
よ
び
試

験
の
日
程
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

４
．�

申
込
用
紙
は
、
令
和
３
年
７
月
１
日
㈭

か
ら
７
月
30
日
㈮
ま
で
の
間（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）に
、
八
百
津
町
役
場
秘
書

室
秘
書
人
事
係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．�

申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、

１
４
０
円
分
の
切
手
お
よ
び
郵
送
先
を

同
封
し
て
同
係
宛
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

受付期間
１
．�

申
込
書
は
、
令
和
３
年
７
月
８
日
㈭
か

ら
８
月
４
日
㈬
ま
で
受
付
し
ま
す
。

２
．�

土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
受
付

を
行
い
ま
せ
ん
。

３
．�

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
２
日
㈪
ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

　
秘
書
室　
秘
書
人
事
係（
内
線
２
２
０
２
）

　
〒
５
０
５-

０
３
９
２

　
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
３
９
０
３-

２

問

八
百
津
町
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

�

秘
書
室
　
秘
書
人
事
係

八百津町役場で
一緒に働きませんか？

ご応募お待ち
しています！
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納期のお知らせ納期のお知らせ

※口座振替をご利用の方は
　残高を確認ください。

●6月30日 納期限●
町県民税 �  １期分
保育料・副食費 �  ６月分
児童クラブ利用料 �  ６月分
水道料 �  ６月分
住宅使用料 �  ６月分

●8月2日 納期限●
固定資産税 �  ２期分
国民健康保険税 �  １期分
介護保険料 �  １期分
後期高齢者医療保険料 �  １期分
保育料・副食費 �  ７月分
児童クラブ利用料 �  ７月分
水道料 �  ７月分
住宅使用料 �  ７月分

八
百
津
町
小
中
学
校
の
今
後
の
在
り
方

検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　

�

教
育
委
員
会

外
来
植
物
の
駆
除
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　
水
道
環
境
課
　
環
境
衛
生
係

　
令
和
３
年
３
月
議
会
で
議
決
さ
れ
、
町
内
小
中
学

校
の
今
後
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
な
ど
施
設
の
老
朽
化
、
児
童

生
徒
数
の
減
少
、
町
の
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

小
中
学
生
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
検
討
い

た
だ
く
委
員
会
で
す
。

　
６
月
３０
日
㈬
午
後
７
時
３０
分
か
ら

　
八
百
津
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー　
大
研
修
室

　

�

傍
聴
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
場
合
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会（
内
線
２
５
１
２
）

　
自
然
環
境
調
査
に
よ
り
、
八
百
津
町
は
可
茂
地
域

で
一
番
と
い
え
る
ほ
ど
生
物
の
希
少
種
・
在
来
種
の

種
類
が
多
く
、
多
様
性
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
外
来
種
は
そ
の
多
様
性
を
脅
か
す

存
在
で
す
。
八
百
津
の
自
然
を
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
、
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特
に
注
意
！
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　
５
月
か
ら
７
月
頃
に
咲
く
黄
色
の
花
で
す
。
日
本

の
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
植
物
と
し
て
、「
特
定
外
来
生
物
」に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
鮮
や
か
な
花
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
駆
除
が

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
発
見
次
第
、
駆
除
を
お
願
い
し

ま
す
。

ど
う
や
っ
て
駆
除
し
た
ら
い
い
の
？

　
根
か
ら
引
き
抜
き
、
枯
死
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
大
量

に
生
え
て
い
る
場
合
は
、
種
子
が
な
い
時
期
に
茎
か

ら
刈
り
取
る
こ
と
も
、
生
息
範
囲
を
広
げ
な
い
効
果

が
あ
り
ま
す
。

駆
除
の
後
の
処
理
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
生
き
た
ま
ま
移
動
さ
せ
て
根
付
か
せ
た
り
、
種
子

が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
で
２
～
３
日
放
置
し
て
枯
ら
し
た
後
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に
入
れ
て
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
ま

し
ょ
う
。
種
子
が
な
い
時
期
に
刈
り
取
り
、
花
や
茎

だ
け
を
移
動
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
道
環
境
課　
環
境
衛
生
係（
内
線
２
１
２
６
）

外
来
生
物
対
策 

基
本
原
則

・
外
来
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い

・
既
に
生
息
し
て
い
る
外
来
生
物
を
移
動
さ
せ
な
い

・
飼
っ
て
い
る
外
来
生
物
を
自
然
に
放
た
な
い

時場他問

問

オオキンケイギク

蘇
水
峡
川
ま
つ
り 

花
火
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
、
今
年
の『
蘇
水
峡
川
ま
つ
り
』は

中
止
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

蘇
水
峡
川
ま
つ
り
保
存
会

Smile
通信

思わず笑顔になる
まちの話題を
みなさまに
お届けします

摘
ま
に
ゃ
錦
津
小
の
茶
に
な
ら
ぬ

　
錦
津
小
学
校
で
お
茶
摘
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、学
校
が
臨
時
休
業
と
な
り
、先
生
方
の
み

で
茶
摘
み
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
２
年
ぶ

り
の
茶
摘
み
と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
も
大
切
な
伝

統
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
一
芯
三
葉
」を
合
言

葉
に
、カ
ゴ
を
茶
葉
で
い
っ
ぱ
い
に
し
な
が
ら「
は
や

く
お
茶
に
し
た
い
な
」と
話
し
ま
し
た
。収
穫
し
た
茶

葉
は
、町
内
の
煎
茶
工
場
に
て
加
工
し
た
後
、普
段
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
や
児
童
の
家
庭
な
ど

に
配
ら
れ
ま
す
。お
茶
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

5月12日（水）

走
っ
て
泳
ぐ
　こ
い
の
ぼ
り

　
５
月
５
日
は「
こ
ど
も
の
日
」。子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
育
ち
、大
き
く
な
っ
た
こ

と
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
も
、お
祝
い
を
し
た
り
、こ
い
の

ぼ
り
を
飾
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
内
の
保
育
園
で
は
、５
月
20
日
に

「
こ
ど
も
の
日
の
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
百
津
保
育
園
で
は
、こ
い
の
ぼ
り
を
バ

ト
ン
に
リ
レ
ー
を
し
た
り
、泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
を
追
い
か
け
た
り
し
ま
し
た
。み
ん

な
で
応
援
し
な
が
ら
、た
く
ま
し
い
鯉
の

よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
ま
し
た
。

5月20日（木）
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※事前に電話連絡してから受診してください。
※新型コロナウイルス感染が疑われる場合は、
　可茂保健所（☎25-3111　内線 :358）にご相談ください。

Smile
通信

思わず笑顔になる
まちの話題を
みなさまに
お届けします

摘
ま
に
ゃ
錦
津
小
の
茶
に
な
ら
ぬ

　
錦
津
小
学
校
で
お
茶
摘
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、学
校
が
臨
時
休
業
と
な
り
、先
生
方
の
み

で
茶
摘
み
を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
２
年
ぶ

り
の
茶
摘
み
と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
も
大
切
な
伝

統
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
一
芯
三
葉
」を
合
言

葉
に
、カ
ゴ
を
茶
葉
で
い
っ
ぱ
い
に
し
な
が
ら「
は
や

く
お
茶
に
し
た
い
な
」と
話
し
ま
し
た
。収
穫
し
た
茶

葉
は
、町
内
の
煎
茶
工
場
に
て
加
工
し
た
後
、普
段
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
や
児
童
の
家
庭
な
ど

に
配
ら
れ
ま
す
。お
茶
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

5月12日（水）

走
っ
て
泳
ぐ
　こ
い
の
ぼ
り

　
５
月
５
日
は「
こ
ど
も
の
日
」。子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
育
ち
、大
き
く
な
っ
た
こ

と
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
も
、お
祝
い
を
し
た
り
、こ
い
の

ぼ
り
を
飾
っ
た
り
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
内
の
保
育
園
で
は
、５
月
20
日
に

「
こ
ど
も
の
日
の
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
百
津
保
育
園
で
は
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5月20日（木）

令和3年6月1日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 10,548人 5,132人 5,416人 4,315世帯

（日本人）10,402人 5,081人 5,321人 4,247世帯

（外国人） 146人 51人 95人 68世帯
� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

4
月

件 　 　 数 37件
就 労 人 員 463人（実62人）
就 労 時 間 2,077.75時間
受 託 金 額 2,333,165円
シルバー人材センター　☎43-5567

月7 加茂休日急患診療所
【病医院】　受付時間:午前9時から午後4時30分
〇  4日（日）安田内科クリニック� ☎27-5088
〇11日（日）安藤小児科� ☎26-0812
〇18日（日）太田メディカルクリニック� ☎26-2220
〇22日（木）うえだクリニック� ☎26-2281
〇23日（金）さぐち内科医� ☎27-7314
〇25日（日）木沢記念病院� ☎25-2181
【歯科】　受付時間:午前9時から午後1時
〇  4日（日）やまて歯科� ☎28-7010
〇11日（日）高木歯科医院� ☎25-2464
〇18日（日）田口歯科医院� ☎27-5161
〇22日（木）からん歯科・矯正歯科&キッズ� ☎48-8810
〇23日（金）長江歯科医院� ☎26-1952
〇25日（日）中島歯科医院� ☎26-0390
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　保険料の納め方は、年金から支払う「特別徴収」と、口座振替や納付書で支払う「普通徴収」があります。

　新型コロナウイルス感染症による減免基準（主たる生計維持者が新型コロナウイルス感染症によ
り重篤な傷病を負った場合、主たる生計維持者が新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した場合など）に該当する場合、後期高齢者医療保険料の減免が適用されることがあります。詳し
くは、町民課にお問い合わせください。

お問い合わせ　町民課 医療年金係 ☎43-2111（内線2115）

②被用者保険※の被扶養者だった方の保険料「均等割額」の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する日の前日において、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割額
の負担はありません。均等割額は、制度に加入後２年間に限り、５割軽減となります。ただし、所得
が低い方に対する軽減にも該当する方は、いずれか大きい軽減が適用されます。
　※被用者保険とは…協会けんぽ、健康保険組合、船員保険及び共済組合の公的医療保険の総称です。
　　　　　　　　　　国民健康保険や国民健康保険組合は含まれません。

〇保険料の納付方法を特別徴収（年金から納付）から口座振替に変更できます
　　保険料を年金からお支払いいただいている方は、申請により、口座振替によるお支払いに変更で
　きる場合があります。お手続き方法などにつきましては、町民課にお問い合わせください。
〇保険料の納付が難しいとき
　　町民課では保険料の納付に関する相談を受付しています。失業や災害などで納付が困難な場合
　はお早めにご相談ください。十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合
　には、法律の定めにより滞納処分が行われることがあります。

特別徴収
年金からのお支払い

　年金の受給額が年額18万円以上の方
で、介護保険と後期高齢者医療制度の
保険料の合計額が、年金受給額の２分
の１を超えない場合は、年金からお支
払いいただきます。

普通徴収
口座振替や納付書によるお支払い

　特別徴収の条件を満たさない方は、
八百津町から送付される納付書や、口
座振替によって保険料をお支払いいた
だきます。保険料の支払い忘れがなく、
便利な口座振替をおすすめします。

　確定申告期限の延長期間以降に令和２年分の確定申告をされた方は、申告された所得情報が医療
費の負担割合や保険料額の計算に間に合わない可能性があります。その場合は、所得情報がない状態
で作成された保険証や後期高齢者医療保険料額決定通知書を一旦送付いたします。後日、正しい負担
割合や金額が記載された保険証や後期高齢者医療保険料額変更通知書等をお送りさせていただくこ
とがあります。また、今まで特別徴収（年金からの天引き）で納付をしていただいた方が、普通徴収（口
座振替または納付書払い）による納付に切り替わることもあります。みなさまのご理解をお願いいた
します。

保険料の納め方

確定申告期限の延長期間に申告された方へ

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に
かかる後期高齢者医療保険料の減免について

①保険料「均等割額」の軽減
　保険料の均等割額は、世帯の所得によって下表のとおり軽減されます。

※１　令和３年度から軽減の基準が変わりました。基準となる「10万円×（年金・給与所得者等の数－１）」
　　　は、世帯主と同一世帯の被保険者に給与所得者等が２人以上いる場合に計算します。
※２　一定の給与所得がある方（給与収入55万円超）または、公的年金等にかかる所得がある方。（公的年
　　　金等の収入金額が、65歳以上で110万円を超える方、または、65歳未満で60万円を超える方。）

後期高齢者医療制度のお知らせ

（注意）　均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金
額の合計額となります。ただし、譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の
適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算されます。また、７割軽減判定時を除き、年
金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除15万円（65歳以上の方のみ適用）を差し
引いた金額となります。なお、軽減判定日は、４月１日または資格を取得した日となります。

　保険証は1人に１枚交付されます。

軽 減 割 合
７ 割 軽 減
５ 割 軽 減
２ 割 軽 減

同じ世帯の被保険者と世帯主の、令和２年中の総所得金額等※１の合計額　　
基礎控除額（43万円）＋10万円×（年金・給与所得者等※２の数－１）以下
基礎控除額（43万円）＋10万円×（年金・給与所得者等※２の数－１）＋28.5万円×（被保険者数）以下
基礎控除額（43万円）＋10万円×（年金・給与所得者等※２の数－１）＋52万円×（被保険者数）以下

7月31日まで

青み
がかった色

８月１日から

赤み
がかった色

　後期高齢者医療の保険証は八百津町に住所を有する75歳以上の方と、一定の障がいがある65歳か
ら74歳の方で広域連合の認定を受けた方に交付されます。現在の保険証の有効期限は令和３年７月
31日です。８月１日からは７月中にお送りする新しい保険証をご使用ください。新しい保険証は赤
みがかった色に変わります。古い保険証を処分するときは、住所や氏名が見えないよう裁断するな
ど、十分にご注意ください。

　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得
割額」の合計です。令和３年度の保険料は、令和２年中の所得を基に個人単位で計算されます。
　５月末までに岐阜県の後期高齢者医療の被保険者になった方には、７月中旬に「後期高齢者医療保
険料額決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。
【保険料額について】
　令和３年度の保険料額は、以下のア、イの合計額です。（上限64万円）
　　ア：均等割額　（被保険者一人あたり44，411円）
　　イ：所得割額　（被保険者の所得※×所得割率8．55％）
　　※総所得金額等から43万円（基礎控除額）を引いた金額
　　（注）基礎控除額は、令和３年に33万円から43万円に変わりました。

令和３年度の保険料

保険料の軽減措置について

保険証（被保険者証）を更新します
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「手づかみ食べも大事な成長」

　７か月前後になると食べ物に手をのばし、

つかんだ物を口に運ぼうとします。このころ

の手づかみの体験が「自分で食べたい」意欲

を育てます。

　持ったものの感触からその重さや柔らかさ

をはかり、力の入れ具合を調整したり、手の

ひら、指の腹、指先の使い分けを覚えたり、

口への運び方を工夫したり様々な力を獲得し

ます。たっぷり手づかみした手は、スプーン

や箸をうまく使える手にもなります。

出典
「食育・健康・安全おたより文例＆

　　　　　　イラスト集」チャイルド社

※各保育園で行われる子育て支援学級、園庭開放は、７月はお休みです。
※掲載の行事は、新型コロナウイルスの感染状況によって、開催できない場合があります。

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 20日（火）　  9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター 身長・体重　発育相談 
保健師・栄養士が対応

誕生会 15日（木）　10 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター リズムあそび

乳幼児学級

乳幼児期家庭教育学級とは、読み聞かせ、遠足、いもほりなどの活動をとおして仲間づくりを
したり、楽しく子育てについて学んだりする学級です。お子さんの首がすわったころから参加す
ることができます。

ただいま、みなさまが安心・安全に参加できるように準備をしています。申し込みは、
しばらくお待ちください。準備が整いましたら改めてお知らせいたします。
〇お問い合わせ　八百津町教育委員会　☎43-0390（内線2515）担当 :生涯学習係

お知らせ 子育て支援センターより

子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
八百津保育園 ☎43‒0196
錦津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和知保育園 ☎43‒0519
乳幼児学級 ☎43‒0390

7

子育てあれこれ！

～プール遊びが始まります～
梅雨が明けたらプール遊びを始めます。
おむつがとれていなくても入れます。
水はいつも流していてきれいです。
お楽しみに！

<時　間>　１０：３０～１１：３０
<持ち物>　水着又は水遊び用おむつ
　　　　　　タオル・プールバック
　　　　　　帽子（ママもあるといいですね）
　　　　　　水筒（水分補給用）

＊未就園児のみの利用となります。
＊行事のある日は中止です。
＊新型コロナウイルスの感染状況によって
　開催できない場合があります。
　ご了承ください。
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7月の
予定

八百津町保健センター八百津町保健センター
☎☎43-211143-2111
（内線2561・2562）（内線2561・2562）

感染防止対策を実施します
〇人と人との距離確保
〇マスク着用
〇手洗い励行
〇定期的な換気、清掃・消毒
〇実施時間の短縮・利用人数の制限
〇�スタッフの体調管理とともに、利用者の方にも利
用当日の体温測定などご協力をお願いします。

保健センターに来所される際は、上記の感染防
止対策にご協力をお願いします。また発熱や普段
と違う症状があった場合は、来所をご遠慮ください。
今後の状況などによって、事業が中止または
延期となる場合があります。みなさまのご理解
をお願いします。

歯周病検診を受けましょう!
〇対象者
　今年度、21・31・41・51・61・71歳になられる方。
　（H12・H2・S55・S45・S35・S25年度生まれの方）
〇受診方法
　個別に通知いたします。お手元に検診票が届いた方
　は、医療機関へ相談の上、受診しましょう。
〇自己負担金　500円
〇検診機関
　加茂地区・可児・御嵩地区で受診ができます。
※�26・36・46・56・66歳になる方(H7・S60・
S50・S40・S30年生まれの方)で受診をご希望
の方は保健センターへご連絡ください。

がん検診がはじまります!
〇と　き
　令和3年7月13日から令和4年1月15日まで
〇場　所
　各出張所　　
※�詳しい日程は個別に通知いたしますのでご確認く
ださい。なお、健康・生活カレンダーに掲載してい
る内容は、一部変更となっている場合があります。
※�個別の通知がない場合でも、受診できる場合が
ありますので、保健センターへご連絡ください。

大切なのは、早期発見・早期治療です。
是非検診を受けましょう。

 結核健康診断がはじまります!
〇対 象 者　65歳以上の方
　　　　　　（昭和32年４月１日以前生まれ）
　　　　　　※肺がん検診を受診する方は
　　　　　　　受けられません
〇受 診 料　無料
〇検査方法　胸部Ｘ線検査
〇申し込み　不要

乳幼児健診 とき 対象
1歳6ヶ月児健診

（診察日） 1日（木） 令和元年11月
~12月生

3歳児健診
（診察日） 1日（木） 平成30年5月

~6月生
☆対象の方には、個別にお知らせします。ご確認ください。

日程 会場 時間

7月5日（月）
潮南出張所�
福地出張所�
久田見出張所

  8 :30~10 :00
10 :30~11 :30
13 :00~15 :00

7月6日（火） 和知出張所�ファミリーセンター
  9 :00~11 : 30
13 :30~15 :00

7月7日（水） 和知出張所�
ファミリーセンター

  9 :00~11 :30
13 :30~15 :00

7月8日（木） きらり�ファミリーセンター
  9 :00~11 : 30
13 :30~15 :00
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お知らせ Information
　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

時場他時時

 

問 他 場　
可
茂
総
合
庁
舎
　
５
階
　
大
会
議
室

　（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-

１
）

参
加
団
体

　
自
衛
隊
、笠
松
刑
務
所
、加
茂
警
察
署（
午
前
）、可
児

警
察
署（
午
後
）、川
辺
町
役
場
、

　
御
嵩
町
役
場
、可
茂
消
防
事
務
組
合

　
保
護
者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
状
況
に
よ
り
、個
別
相
談
も
し
く
は
資
料
配
布
に

　
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部
　

　
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　（
可
茂
総
合
庁
舎
４
階
）☎
２
５-

７
４
９
５

〇
一
般
曹
候
補
生
志
願
者
受
付
中

資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　（
32
歳
の
方
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
ま
で
に
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
方
）

日
程

　
受
付
期
間
　
７
月
１
日
（木）
か
ら
９
月
６
日
（月）

　
１
次
試
験
　
９
月
16
日
（木）
か
ら
19
日
（日）

　
２
次
試
験
　
10
月
９
日
（土）
か
ら
24
日
（日）

　
合
格
発
表
　
１
次
：
10
月
４
日
（月）

　
　
　
　
　
　
最
終
：
11
月
16
日
（火）

〇
航
空
学
生
志
願
者
受
付
中

資
格

　
（海） 

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

　
（空） 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

※

と
も
に
、高
卒
者（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年
次
修

了
者（
見
込
含
）

日
程

　
受
付
期
間
　
７
月
１
日
（木）
か
ら
９
月
９
日
（木）

　
１
次
試
験
　
９
月
20
日
（月）

　
２
次
試
験
　
10
月
16
日
（土）
か
ら
21
日
（木）

　
３
次
試
験
　
（海） 

11
月
19
日
（金）
か
ら
12
月
15
日
（水）

　
　
　
　
　
（空） 

11
月
13
日
（土）
か
ら
12
月
16
日
（木）

　
人
事
院
は
、次
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。申
込
方
法

や
、受
験
案
内
な
ど
は
、下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
A
V
I
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、
各
試
験
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）】

　
申
込
受
付
期
間
　

　
　
３
月
26
日
（金）
か
ら
４
月
５
日
（月）

　
第1

次
試
験
　
４
月
25
日
（日）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

　
申
込
受
付
期
間

　
　
４
月
２
日
（金）
か
ら
４
月
14
日
（水）

　
第1

次
試
験
　
６
月
13
日
（日）

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
・
社
会
人
試
験（
係
員
級
））

  

お
よ
び
税
務
職
員
採
用
試
験
】

　
受
験
案
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日

　
　
５
月
７
日
（金）

　
申
込
受
付
期
間

　
　
６
月
21
日
（月）
か
ら
６
月
30
日
（水）

　
第1

次
試
験
　
９
月
５
日
（日）

　
人
事
院
中
部
事
務
所
　
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
５
２-

９
６
１-

６
８
３
８

             自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

合
格
発
表
　
１
次
：
10
月
８
日
（金）

　
　
　
　
　
２
次
：
（海） 

11
月
10
日
（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
（空） 

11
月
５
日
（金）

　
　
　
　
　
最
終
：
令
和
４
年
１
月
18
日
（火）

〇
自
衛
官
等
採
用
制
度
個
別
説
明
会

　
７
月
10
日
（土）
、７
月
11
日
（日）
、

　
７
月
18
日
（日）
、７
月
24
日
（土）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　
可
茂
総
合
庁
舎
　
４
階

　
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部 

　
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-

１
）

　
平
日
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
関
・
美
濃
加
茂
公
務
員
合
同
説
明
会

　
自
衛
隊
・
警
察
・
市
役
所
・
消
防
が
参
加
す
る
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。説
明
会
は
ブ
ー
ス
形
式

で
お
好
き
な
時
間
に
来
場
が
可
能
で
す
。女
性
隊
員

の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

関
会
場

　
７
月
17
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
関
市
文
化
会
館（
関
市
桜
本
町
２-

３
０-

１
）

参
加
団
体

　
自
衛
隊
、関
警
察
署
、関
市
役
所
、

　
中
濃
消
防
組
合

美
濃
加
茂
会
場

　
７
月
25
日
（日）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

わくわく体験館　夏休み子ども講座
〇サンドブラストで青いファンタジーランプを作ろう
　　ガラスの表面に絵を書き、砂などの研磨剤を吹き付け
て透明な模様を作ります。
と　き　7月25日（日）、8月1日（日） 
　　　　午後1時から3時まで
参加費　2,800円（材料費・消費税込）

〇花火のペーパーウェイトを作ろう
　　吹きガラスの技法で、花火の模様を付けてオリジナル
ペーパーウェイトを2個作ります。
と　き　7月25日（日）、8月1日（日）
　　　　午前9時から10時30分までと、
　　　　午前10時30分から正午までの2コース
参加費　2,800円（材料費・消費税込）
　いずれも7月16日（金）までにお申し込みください。
　わくわく体験館　☎0574-65-1515
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時場他

問

申 ￥ 定 対

 

問問 　
厚
生
労
働
省
　
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

　
業
務
係
　

☎
０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１（
内
線
５
１
６
２
）

労
働
保
険
の
電
子
申
請

　
労
働
保
険
の
お
手
続
き
は「
電
子
申
請
」を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
24
時
間
い
つ
で

も
申
請
や
届
出
が
可
能
で
す
。ま
た
、労
働
保
険
料
の

納
付
は
、金
融
機
関
の
窓
口
に
行
か
ず
に
口
座
振
替

や
電
子
納
付
が
で
き
ま
す
。

〇
電
子
申
請
は「e-Gov

」か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。（https://shinsei.e-gov.go.jp/

）

〇
労
働
保
険
関
係
手
続（
一
部
手
続
き
を
除
く
）は
G
ビ

ズ
ID
を
利
用
し
て
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
　
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

　
企
画
係

☎
０
３-

５
２
５
３-

１
１
１
１（
内
線
５
１
６
０
）

　
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
で
は
、
東
濃
地
方
・
木
曽

南
部
地
方
を
中
心
に
、
個
人
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と

の
で
き
な
い
砂
防
ダ
ム
や
道
路
工
事
の
現
場
な
ど
を
訪

れ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
９
月
９
日
（木）
、10
月
14
日
（木）

　
11
月
11
日
（木）
、12
月
９
日
（木）

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
、工
事
現
場（
多
治
見
市
〜

木
曽
郡
上
松
町
）※

現
地
集
合
、現
地
解
散

講
座
形
式
　
座
学
・
現
場
見
学（
砂
防
・
道
路
）

　
18
歳
以
上
の
全
講
座
に
参
加
可
能
な
方

　
10
名
程
度

　※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
参
加
優
先
の
う
え
、
選

考
と
な
り
ま
す
。

　
３
５
０
円
程
度（
全
４
回
分
保
険
料
と
し
て
）

　
は
が
き
、F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

①
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）②
郵
便
番
号
・
住
所
③
電
話
番

号
・
携
帯
電
話
番
号
④
年
齢
・
性
別
⑤
応
募
動
機
を

記
入
の
う
え
、下
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
７
月
26
日
（月）
　（
必
着
）

　
参
加
者
に
は「
S
A
B
O
カ
ー
ド
」を
差
し
上
げ
ま
す
。

開
放
講
座
「
水
と
街
道
」

　第
23
期
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
　
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

　
開
放
講
座「
水
と
街
道
」事
務
局

　（
多
治
見
市
小
田
町
４-

８-

６
）

　
　☎
０
５
７
２-

２
５-

８
０
２
０

F
A
X
０
５
７
２-

２
５-

７
９
９
４

メ
ー
ルcbr-s853030@

m
lit.go.jp

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　
令
和
３
年
度
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
年
度
更
新
期
間
は
、６
月
１
日
（火）
か
ら
７
月
12
日

（月）
で
す
。管
轄
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
・
金

融
機
関
で
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
期
間
内
に
申
告
・
納
付
の
手
続
き
が
困

難
な
場
合
に
は
、年
度
更
新
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。通
話
料
は
無
料
で
す
。

☎
０
８
０
０-
５
５
５-

６
７
８
０

開
設
期
間
　
５
月
31
日
（月）
か
ら
７
月
16
日
（金）
ま
で

※

年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
お
よ
び
申
告
・
納
付
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、年
度
更
新
申
告
書
に
同
封
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お知らせ Information
　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

「こ
の面

は販
売店

が記
入し

てく
ださ

い」

住所
　八

百津
町

店名
代表

者名

下記
の方

へ販
売し

補助
金交

付の
委任

を受
けま

した
。

販売
（委

任）
年月

日　
　　

　　
　購

入者
　　

　　
　　

品名

数　
　購

入額
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

補助
金

時場他時時

 

問 他 場　
可
茂
総
合
庁
舎
　
５
階
　
大
会
議
室

　（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-

１
）

参
加
団
体

　
自
衛
隊
、笠
松
刑
務
所
、加
茂
警
察
署（
午
前
）、可
児

警
察
署（
午
後
）、川
辺
町
役
場
、

　
御
嵩
町
役
場
、可
茂
消
防
事
務
組
合

　
保
護
者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
状
況
に
よ
り
、個
別
相
談
も
し
く
は
資
料
配
布
に

　
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部
　

　
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　（
可
茂
総
合
庁
舎
４
階
）☎
２
５-

７
４
９
５

〇
一
般
曹
候
補
生
志
願
者
受
付
中

資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　（
32
歳
の
方
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
ま
で
に
33
歳
に

達
し
て
い
な
い
方
）

日
程

　
受
付
期
間
　
７
月
１
日
（木）
か
ら
９
月
６
日
（月）

　
１
次
試
験
　
９
月
16
日
（木）
か
ら
19
日
（日）

　
２
次
試
験
　
10
月
９
日
（土）
か
ら
24
日
（日）

　
合
格
発
表
　
１
次
：
10
月
４
日
（月）

　
　
　
　
　
　
最
終
：
11
月
16
日
（火）

〇
航
空
学
生
志
願
者
受
付
中

資
格

　
（海） 

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

　
（空） 

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

※

と
も
に
、高
卒
者（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
年
次
修

了
者（
見
込
含
）

日
程

　
受
付
期
間
　
７
月
１
日
（木）
か
ら
９
月
９
日
（木）

　
１
次
試
験
　
９
月
20
日
（月）

　
２
次
試
験
　
10
月
16
日
（土）
か
ら
21
日
（木）

　
３
次
試
験
　
（海） 

11
月
19
日
（金）
か
ら
12
月
15
日
（水）

　
　
　
　
　
（空） 

11
月
13
日
（土）
か
ら
12
月
16
日
（木）

　
人
事
院
は
、次
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。申
込
方
法

や
、受
験
案
内
な
ど
は
、下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
A
V
I
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、
各
試
験
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）】

　
申
込
受
付
期
間
　

　
　
３
月
26
日
（金）
か
ら
４
月
５
日
（月）

　
第1

次
試
験
　
４
月
25
日
（日）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

　
申
込
受
付
期
間

　
　
４
月
２
日
（金）
か
ら
４
月
14
日
（水）

　
第1

次
試
験
　
６
月
13
日
（日）

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
・
社
会
人
試
験（
係
員
級
））

  

お
よ
び
税
務
職
員
採
用
試
験
】

　
受
験
案
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
日

　
　
５
月
７
日
（金）

　
申
込
受
付
期
間

　
　
６
月
21
日
（月）
か
ら
６
月
30
日
（水）

　
第1

次
試
験
　
９
月
５
日
（日）

　
人
事
院
中
部
事
務
所
　
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
５
２-

９
６
１-

６
８
３
８

             自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

合
格
発
表
　
１
次
：
10
月
８
日
（金）

　
　
　
　
　
２
次
：
（海） 

11
月
10
日
（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
（空） 

11
月
５
日
（金）

　
　
　
　
　
最
終
：
令
和
４
年
１
月
18
日
（火）

〇
自
衛
官
等
採
用
制
度
個
別
説
明
会

　
７
月
10
日
（土）
、７
月
11
日
（日）
、

　
７
月
18
日
（日）
、７
月
24
日
（土）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　
可
茂
総
合
庁
舎
　
４
階

　
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部 

　
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

　（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-

１
）

　
平
日
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
関
・
美
濃
加
茂
公
務
員
合
同
説
明
会

　
自
衛
隊
・
警
察
・
市
役
所
・
消
防
が
参
加
す
る
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。説
明
会
は
ブ
ー
ス
形
式

で
お
好
き
な
時
間
に
来
場
が
可
能
で
す
。女
性
隊
員

の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

関
会
場

　
７
月
17
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
関
市
文
化
会
館（
関
市
桜
本
町
２-

３
０-

１
）

参
加
団
体

　
自
衛
隊
、関
警
察
署
、関
市
役
所
、

　
中
濃
消
防
組
合

美
濃
加
茂
会
場

　
７
月
25
日
（日）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

わくわく体験館　夏休み子ども講座
〇サンドブラストで青いファンタジーランプを作ろう
　　ガラスの表面に絵を書き、砂などの研磨剤を吹き付け
て透明な模様を作ります。
と　き　7月25日（日）、8月1日（日） 
　　　　午後1時から3時まで
参加費　2,800円（材料費・消費税込）

〇花火のペーパーウェイトを作ろう
　　吹きガラスの技法で、花火の模様を付けてオリジナル
ペーパーウェイトを2個作ります。
と　き　7月25日（日）、8月1日（日）
　　　　午前9時から10時30分までと、
　　　　午前10時30分から正午までの2コース
参加費　2,800円（材料費・消費税込）
　いずれも7月16日（金）までにお申し込みください。
　わくわく体験館　☎0574-65-1515
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7月・8月のごみ収集日
■お問い合わせ 役場１階  水道環境課  環境衛生係
 ☎43‒2111（内線2126）

不燃金物類 
資源カン類 
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所） 8月30日（月）

B地区 
（不燃ごみ集積所） 8月31日（火）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所） 7月29日（木）

B地区 
（不燃ごみ集積所） 7月30日（金）

ペットボトル
食品トレイ

発泡スチロール
B&G体育館
北側・各出張所

8月1日（日）
午前8時~11時

古着回収（福地・
潮南出張所除く） 古着の回収は行いません

※�ペットボトルは洗浄して、ラベルとキャップを取っ
て出してください。（ラベルとふたは可燃ごみまたは
その他プラです）
※�発泡スチロール製の箱は宛名ラベルなどのシール
をはがしてください。
※�古着類は、ぬれたもの、油などが付着して汚れた
もの、布団、電気毛布、じゅうたん、はき物、
ぬいぐるみなど、衣類以外のものは収集しません。

がれき類
久田見処分場 毎月第1・第3日曜日

午後1時から4時

錦織処分場
毎月第2・第4日曜日
午前9時から正午
午後1時から4時

※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生した
がれき類は処分できません。
※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするとき
は事前に申請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の 
不燃ごみ集積所

7月11日（日）
7月25日（日）
8月  8日（日）
8月22日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示さ
れた容器包装プラスチックが収集の対象です。
※�汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロー
ルは別に分別収集を行っていますので、その他
プラでは回収しません。

ルールを守ってごみ出しを!
1.分別ルールを守りましょう。
○ごみは種類ごとに正しく分別し、指定ごみ
袋に入れて指定の集積所に出してください。

○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2 .違法な不用品回収業者にご注意を!
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。
　無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題になっ
ています。安易に回収依頼をしないでください。

可燃ごみ 全地区（�当日午前5時から午前8時までに 
可燃ごみ集積所へ出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※午前8時までに不燃ごみ集積所へ出してください。
※蛍光管（LED含む）・水銀式体温計・乾電池（ボタン電池除く）・小型充電式電池、
　小型家電（15cm×31cmまで）は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※�電球や蛍光管のグローランプは不燃ガラス類または不燃金物類として出してください。 
蛍光灯回収ボックスでは回収できません。

A地区=八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
B地区=杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

お知らせお知らせ

ごみの適切な分別をお願いします！！！
7月22日（木）・8月12日（木）のエコステーション回収は休止します。

　最近、例年になくその他プラの収集対象ではないプラスチックの混入が見られます。改善され
ない場合、その他プラの収集の存続にかかわってきます。今一度、分別の徹底をお願いします。
【収集対象ではないもののよくある例】
　１.たばこやティッシュなどプラスチックでないもの
　２.おもちゃやプランターなど収集対象外の硬いプラスチック
　３.マヨネーズ、歯磨き粉など洗浄されていないプラスチック袋

　分別に迷われた際は「健康・生活カレンダー」「ごみの分別冊子」やホームページの
「ごみ分別検索」をご覧ください。

● ●ごみ収集ごみ収集

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付申請委任状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の�

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（委任）年月日

※住所（自治会）

※購入（委任）者名と印

※は購入（委任）者が記入押印し町内登録販売店へ提出ください。 印
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令和3年6月18日発行
八百津町役場 〒505-0392 岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2

☎0574-43-2111　 0574-43-0969	 メール yaotsu@town.yaotsu.lg.jp
ホームページ http://www.town.yaotsu.lg.jp

環境に優しい植物インキと
再生紙を使用しています

　ホストタウンとは、東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会に参加する国・地域がスポーツ、文化など
の様々な分野で交流し、地域の活性化や東京大会を超えた
末長い交流の実現を目的とした取り組みです。
　
　八百津町は、イスラエル国のホストタウンとして登録さ
れています。日本とイスラエル選手団を応援するため、カ
ウントダウンボードや横断幕を設置しました。町内の小学
生と中学生から募集した応援デザイン約430枚を使用し
て作成しました。

　また、選手団の活躍を期待して、応援メッセージを収録
した応援動画を作成し、選手団へ贈りました。
作成した動画は、今後特設サイトに掲載する予定です。

コマ完成イメージ

「人道の丘モニュメント」
加納新俉（鯉居東団地）

「召しあがれ」
佐藤和人（須賀）

ホストタウンホストタウン
　　　イスラエルを応援　　　イスラエルを応援

！！

ファミリーセンターに設置　6月18日現在
（役場1階、各出張所にも設置しています）

（ファミリーセンター）

（役場１階）


